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み方で「コルカタ（Kolkata）」と発音される。インド中央政府は 2000 年 12 月に正式にこの名
称を承認している。実は 1990 年代半ばころから、植民地期以来用いられてきた都市や通りの名
称は「植民地支配の残存」であるとして、本来の現地語名に切り換えるという動きが強まり、









本人記者は伝えている（『朝日新聞』2001 年 1 月 10 日付）。実際今日でも街では“Calcutta”と
“Kolkata”の両表記が混在するのを見かけるが、本稿ではコルカタで統一したい。 
 2014 年 12 月下旬から翌年 1 月初めにかけて、専修大学人文科学研究所の総合研究旅行でコ
ルカタからビハール州、ウッタル・プラデーシュ州の一部をめぐった。コルカタは私にとって















グフリード『インド紀行』［本田良介訳］、岩波新書、1960 年［初刷 1955 年］、93～94 ペー
ジ） 
 もう一つは、1956 年から 57 年にかけて第 1 回アジア作家会議に出席するためインドに滞在
した作家・堀田善衞の文章である。夕方ダム・ダム空港からコルカタ市内に入り、夜に散歩に
出た彼にとって 
















































































堂に通じる道路の真中に据えられていたカーズンの立像―1931 年発行の The Imperial Gazetteer 





が、1960 年前後かと思われる。中村元編『図説世界文化大系』第 14 巻、インド・東南アジア、
角川書店、1960 年、202 頁）。その代りに、記念堂の庭にわれわれが現在見るカーズン像（前頁






































との報告書（2006 年）を提出した。しかし同報告書は 2004 年に成立した会議派主導の連立政





ボース（ハーヴァード大学教授、インド国会下院議員。His Majesty's Opponent: Subhas Chandra 
Bose and India's Struggle Against Empire, Penguin Books, 2013 の著者）が館長を務める。多少薄暗
い館内にはスバース関係のさまざまな資料や書物が展示されており、壁に掛かった大きなス
バースの肖像画の下には、 
Netaji Subhas Chandra Bose 
1897, 23rd January 
とだけ記してある。亡くなった人物の写真なり肖像を掲げる場合、生年とともに没年も入れる
























































月の州議会選挙で左翼統一戦線は 34 年ぶりに 294 議席中 62 議席（うち CPI[M]は 40 議席）の
少数派に落ち、かつて国民会議派から分派した「草の根会議派（TMC）」を中心とする連合（合































入手したインドの新聞に“When Calcutta had geishas”と題する記事があり、そこに載っていた
写真のキャプションが、筆者が以前に撮影した 1 軒の家がかつての「長崎ホテル」であること
を知らせてくれた（Sunday Amrita Bazar Patrika, 17 July 1983）。若い時期にこの地域に住んでい
たコルカタの古老の話に基づく同記事によれば、この建物の周辺を含めてモイダンの南に当た
るキダプル、ワトガンジ地域―先述した現在のカルル・マルクス通りはこの地域にある―から






















（1977 年 1月撮影） 







初のコルカタの地下鉄は独立直後の 1949 年に着工したが、実に 35 年かかって 1984 年にようや
くその一部が開通した。それでも首都デリーで地下鉄が開通したのは 2002 年であり、大都市ム
ンバイーの場合には、7 つの島を埋め立てによって一つにしたという地盤上の問題があってか
ほとんど話題にならない。同じマハーラーシュトラ州の第 2 の都市プネーに関しては、1990 年
代にメトロ建設の提起が報道されたことがあるが（“Proposal for metro rail in Pune”, The Times of 
India, Oct. 12, 1995）、今までのところ実現の方向は打ち出されていない。コルカタっ子たちが
この街の地下鉄・メトロを誇りにするのも無理からぬことであろう。 
 筆者が乗った当時のコルカタの地下鉄は、市の中央部のエスプラネードから南のタリガンジ
（日本総領事館の所在地）まで 9 駅を結ぶ短いもので、乗車を楽しむ暇もなかった。3 両しか
ない車両はどれも混み合い、クーラーが入った心地よい車内では女性のアナウンサーの案内が
聞こえたことが珍しかったと当時の筆者のノートは記している。その後この線は南北線として、
北はネータージ ・ースバース・チャンドラ・ボース空港に連絡するダム・ダム駅から南はカヴィ・
スバース駅まで 23 駅を結ぶまで延びている。しかも最近の情報では、フーグリ川を挟んで対岸
にあるハオラ駅からコルカタ側のシアルダ駅を通ってずっと郊外にまで延びる地下鉄東西線の
建設が日本の建築会社の設計・施工で進行中という。市街地中央部が地下区間で、郊外部は高
架区間という大工事のようである。これによってコルカタの交通事情がどの程度に緩和される
のかはわれわれの予想を超えるが、この数年の間には開通すると言われている東西線には、次
にコルカタを訪問する機会があれば是非とも乗ってみたいものである。 
